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概要

このドキュメントでは、Cisco UCS(Unified Computing System) Manager(UCSM)を使用してCシ
リーズ統合サーバのストレージプロファイルを設定する方法について説明します。 ストレージプ
ロファイルを使用すると、ストレージディスクの数、これらのディスクの役割と使用率、および
その他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。基本的に、仮想ドライブを論理ユニット
番号(LUN)と呼ばれる異なる部分に分割し、それらのLUNに役割を割り当てることができます。

前提条件

要件

このドキュメントに特有の要件はありません。

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

設定

ディスクグループポリシーの作成

この例は、disk6-7を使用して、LUNの分割に使用されるRedundant Array of Independent
Disks(RAID)1ボリュームを作成する場合に有効です。ディスクを選択する[Automatic Disk Group
Configuration]を使用することもできます。この例では、図に示すようにディスクを手動で割り当



てる場合に備えて、デモ用に[Manual configuration]を使用します。

ストレージプロファイルの作成

 ディスク・グループを作成した後、ストレージ・プロファイルを作成し、ストレージ・プロファ
イル内にブートLUNとデータLUNを作成します。



ここで注意する点がいくつかあります。

1.ブート可能は、サービスプロファイルがまだ適用されていないため、無効になっています。

2. [Controller Definition]フィールドは空のままです。内部SSD用の内部PCHコントローラでのみ
使用されます。PCHコントローラの定義により、オンボードPCHコントローラに接続された2つ
の内部SSD間で単一のLUN RAIDを構成できるようになりました。

ブートLUNに基づくブートポリシーの作成

この例では、100 gbという名前のLUNを作成しました。これは、ブートLUNを想定しています。
従ってブートポリシーを作成し、サービスプロファイルに適用します。

確認



ここでは、設定が正常に機能しているかどうかを確認します。

サービスプロファイルをサーバに適用する前に、ディスクグループで使用されているディスクが
「Unconfigured Good」状態であることを確認してください。そうでない場合は、サービスプロ
ファイルの関連付け時に「insufficient disks」というエラーが発生します。この例ではDisk6-7を
使用しているため、「Unconfigured Good」状態または「Jbod」状態の場合は、これらのディス
クを右クリックし、「Set Unconfigured Bad to Good」を選択します。

トラブルシュート

ここでは、設定のトラブルシューティングに使用できる情報を示します。

サービスプロファイルが正常に適用されると、設定は次のようになります。
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